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一「房総フロンティアアドベンチャ-'92イン山武Jの事例からー

0木村博人(11m:天堂大学嘱託)宮下桂治(順天堂大学)戸田安信(船橋市自遊人協会)

長期移動型キャンプ、キャンプの効果、男女差、年齢差、カウンセラーの影響

1 .はじめに

本研究の事例としてとりあげる長期移動型キャンプは、名称を「房総フロンティアアド

ベンチャー '92イン山武Jと言い、千葉県教育委員会主催により実施された。との事業は
1989年より毎年開催されており、我々は当初よりその運営に参画してきた。また、長期移

動型キャンプの効果に関して調査を実施し、キャンプの内容を改善してきた。その結果、

長期移動型キャンプの児童および生徒に与える影響として、楽しさ、忍耐力の育成、社会

性の向上、自然や文化の認知、創造性の向上、自主性の向上などの項目が抽出された。

しかしながら、性別、年齢そして各班につくカウンセラーによるキャンプの効果の違い

は確認されていない。

II. キャンプの概要

今回のキャンプは「さまざまな体験を通して、青少年の豊かな心とたくましい体を育

むJととを主旨として次の2つの目標が設定された。
①環境の変化の中で自らの知恵や工夫をいかし、適切な行動ができる。

②自然の豊かさ、厳しさ、優しさ、温かさを体験し、自然へのいたわりの心を育む。

乙れらの目標に沿って次のような内容で実施された。

キャシプの日程は、平成4年8月3日から10日までの7泊8日である。
対象は、千葉県下の小学5年生から高校生 (80人)で、 5から 7人で班を編成し各班ご

とにカウンセラーが1名配置された。

活動範囲は、東金青年の家を起点、とする山武地域全域で、各班ごとに50km以上の距離を
徒歩で移動する ζ とが条件づけられている。

との他のキャンプの条件としては、キャンプ期間中に15km以上徒歩移動する日を1日は
設ける、野宿と自炊を原則とする、一人当たりの生活費を3500円とする、事前に支給され
た物資の追加補給はしないなどであった。

また、キャンプ中の行動計画は子供たち自身がグループ討議によって立案実施するとと

を原則とし、各カウンセラーには極力助言を控えるごとを事前に申し合わせている。

III.研究の目的

本研究は、長期移動型キャンプが児童や生徒に与える影響を明らかにするととを目的と

している。

具体的には「楽しさJr忍耐力Jr社会性Jr自然・文化Jr創造性Jr自主性Jの各
側面から今回のキャンプの効果を再確認し、特に、男女差、年齢差、カウンセラーによる

効果の差異を明らかにしたい。
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IV.研究の方法 表-1 キャンプによる効果

研究の方法は、キャンプに参加した児童および生徒 * n =80 
全員を対象に、質問紙調査をキャンプ最終日に集団記

入法で実施した。 キャンプによる

影響項目 IMean (S. D. ) 

A.楽しさ
B.忍耐力

C.社会性

D. 自然・文化

E.創造性

F.自主性

19.01( 3.65) 

19. 76 ( 3.36) 

21. 58 ( 3.22) 

19.94 ( 4.01) 

17.59 ( 4.36) 

19.00 ( 4.24) 

男 女

A.楽しさ
B.忍耐力

C.社会性

D. 自然・文化

E.創造性

F.自主性

19.82( 3.54) 

20.31 ( 3.58) 

21. 33 ( 3.53) 

20.28 ( 4.11) 

18.18 ( 4.45) 

18.56 ( 5.10) 

18.24 ( 3.57) 

19.24 ( 3.03) 

21.80( 2.87) 

19.61 ( 3.89) 

17.02 ( 4.20) 

19.41 ( 3. 16) 

ものである。乙れによると社会性の

項目のみ小学生より中学・高校生の

方が高い値を示しているが、有意差 キャンプによる

は認められなかった。とれは、中学影響項目

高校生が班のリーダー的存在でグル

ープを掌握しなければならない機会

が多かったため、より強く社会性の

向上に髭響を与えたと推察される。

また、忍耐力の項目は有意に小学

生の方が高い値を示した。これは中

学・高校生との体力的な差が原因で

あると考えられる。

学会当日はこの他の結果についても詳細に報告したい。
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小学生

Mean (S. D.) 

中学・高校生

Mean (S. D.) 

A.楽しさ

B.忍耐力

C.社会性

D. 自然・文化
E.創造性
F.自主性

19.20( 3.77) 

20.25( 3.22) 

21. 37 ( 3.54) 

20.15 ( 4.28) 

11.66( 4.69) 

19.24 ( 4.40) 

18.48( 3.22) 

18.38 ( 3.34) 

22.14 ( 1. 96) 

19.33 ( 3.06) 

17.38 ( 3.27) 

18.33( 3.68} 
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